
○　こ の 栽 培 基 準 は 、 安 全 ・ 安 心 で 高 品 質 ・ 良 食 味 米 を 生 産 す る た め に 、 地 域 の 実 態 に 即 し て J A で 作 成 し ま し た 。
○　使 用 す る 肥 料 ・ 農 薬 は Ｊ Ａ が 推 奨 す る 品 目で す が 、 推 奨 品 目 以 外で も 適 正 な 品 目 に つ い て は 、 使 用 可 能 で す 。
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肥　料
記　号

① ② ③ ④ ④
農　薬
記　号

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

■ 推奨肥料 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A

べんとう肥
越後の輝き有機50元肥
越後の輝き有機50スーパー元肥

魚沼ロマングルメエース
けい酸加里プレミア34
とれ太郎
スーパーシリカプレミアム

■ 栽 培 管 理 の ポ イ ン ト （ 長 岡 地 域 水 稲 重 点 技 術 対 策 よ り ）
１． ・ 稲 の 根 の 分 布 を 拡 げ 、 健 全 な 発 達 を 促 す た め 、 耕 深 １ ５ ｃ ｍ を 目 標 に 丁 寧 な 耕 う ん 作 業 を 行 い ま し ょ う 。

・ 土 壌 診 断 に 基 づ い て 堆 肥 や 土 づ く り 資 材 を 施 用 し ま し ょ う 。 特 に 、 有 機 質 入 り 肥 料 を 用 い る 場 合 は 、 堆 肥 等 の 施 用 を 併 用 し て 後 期 栄 養 の 維 持 を 図 り ま し ょ う 。
２． ・ 高 温 障 害 を 軽 減 す る た め 、 出 穂 期 が ８ 月 ８ 日 以 降 と な る よ う 播 種 期 は ４ 月 ２ ０ 日 以 降 、 田 植 期 は ５ 月 １ ０ 日 以 降 に し ま し ょ う 。
３．

・ 中 干 し 以 降 は 田 面 が 強 く 乾 く 事 が な い よ う 飽 水 管 理 を 徹 底 し ま し ょ う 。 最 終 か ん 水 日 は 出 穂 後 ２ ５ 日 以 降 と し 、止 水 日 に は 可 能 な 限 り か ん 水 を 行 い ま し ょ う 。
４． ・ 穂 肥 は 幼 穂 長 や 草 丈 、 茎 数 、 葉 色 等 の 生 育 診 断 を 行 い 、 適 期 に 適 量 を 施 用 し ま し ょ う 。
５． ・ 出 穂 後 の 積 算 温 度 や 籾 の 黄 化 程 度 を 確 認 し 、 適 期 に 収 穫 し ま し ょ う 。 （ 適 期 の 目 安 ： 出 穂 後 日 数 ３ ５ ～ ４ ０ 日 、積 算 温 度 ９ ５ ０ ～ １ , ０ ０ ０ ℃ ）

・ 登 熟 期 が 高 温 の 年 は 刈 り 遅 れ の な い よ う に 収 穫 し 、 ゆ っ く り 乾 燥 し て 胴 割 粒 の 発 生 を 防 ぎ ま し ょ う 。
６． ・ １ . ９ m m の ふ る い 目 を 用 い 、 適 正 な 流 量 で 丁 寧 に 選 別 を 行 い、色 彩 選 別 機 を 有 効 活 用 し 、 品 質 を 高 め ま し ょ う 。

■ 栽 培 記 録 カ ー ド 記 帳 に つ い て ■ Ｊ Ａ 米 の 取 り 扱 い に つ い て
・ 栽 培 管 理 に お け る 各 作 業 日 や 、 肥 料 ･ 農 薬 の 使 用 日 ･ 使 用 量 等 は 栽 培 記 録 カ ー ド へ ・ Ｊ Ａ 米 と 一 般 米 は 区 分 し て 収 穫 ・ 出 荷 を お 願 い し ま す 。
   記 帳 し Ｊ  Ａ へ 提 出 し て 下 さ い 。（ 栽 培 記 録 カ ー ド 等 は Ｊ Ａ に て ５ 年 間 保 管 し ま す 。 ） ・ Ｊ Ａ 米 と し て 出 荷 さ れ た 米 穀 は 、 Ｊ Ａ で の 確 認 後 Ｊ Ａ 米 印 が 押 印 さ れ 、一 般 米 と 
・ 栽 培 記 録 カ ー ド 等 の 提 出 時 期 は １ 回 目 ： ８ 月 、 ２ 回 目 ： １ １ 月 で す 。    区 分 し て 取 り 扱 わ れ ま す 。
・ 栽 培 記 録 カ ー ド 記 帳 と あ わ せ て 、 種 子 の 保 証 書 や 生 産 資 材 の 購 入 伝 票 を 保 管 し ま し ょ う 。 ・ な お 、 Ｊ Ａ の 確 認 に よ り 、 Ｊ Ａ 米 の 要 件 を 満 た さ な い と 判 断 さ れ た 米 穀 は 、 一 般

   米  と し て 取 り 扱 わ れ ま す 。

④

12-6-5
いずれかを使用

フレーバーペースト734
0-6-0,ケイ酸16,苦土10,その他微量要素

0-6-0,ケイ酸30,苦土12,アルカリ40
③ いずれかを使用

ケイ酸17,苦土0.3,鉄1.5シリカリュウ17

いずれかを使用

いずれかを使用⑤

0-8-0,ケイ酸12,苦土5,鉄9.5腐植酸6

味好２号 7-2-7,有機100%
越後の輝き有機50穂肥 12-2-8

魚沼ロマンアイアンスター
8-3-1,有機100%みらい有機831

0-1-7,ケイ酸30,苦土2越後の輝きソイル米スター
0-30-0,苦土4.5,ケイ酸9,鉄2苦土重焼燐30

収　　　　穫

選　　　　別

土づくり・施肥　

播種・田植え
水　管　理 ・ 田 植 え 後 は ３ ～ ４ cm の や や 深 水 で 植 え 傷 み 防 止 、活 着 後 は  ２ ～ ３ ㎝ の や や 浅 水 で 分 け つ を 促 進 し 、 早 朝 入 水 、 昼 間 止 水 に よ り 地 温 上 昇 を 図 り ま し ょ う 。

・ 中 干 し は ５ ０ 株 植 え で １ ６ 本 / 株 、６ ０ 株 植 え で １ ４ 本 / 株 （ 移 植 後 ３ ０ 日 を 目 安 ）時 に 実 施 し 、 出 穂 １ ヶ 月 前 （ 生 殖 生 長 へ の 転 換 ） ま で に 終 了 し 、 溝 切 り は 必 ず 実 施 し ま し ょ う 。

穂　　　　肥

収穫14日前まで ５回以内 いずれかを使用
バリダシンエアー 8倍・800ml/10a

3㎏/10a
スタークル豆つぶ 250g/10a
バリダシン液剤5 1,000倍・150L/10a

本田散布
いずれかを使用

スタークル液剤10 1,000倍・150L/10a

収穫前日まで ２回以内

F

スタークル粒剤 3㎏/10a

収穫７日前まで ３回以内
スタークル粉剤DL

薬量500～1,000ml/10a 収穫7日前まで ２回以内
畦畔散布

ラウンドアップマックスロード 薬量200～500ml/10a

１㎏・1㎏・100ml/10a 移植後7（EWのみ20）日～ﾉﾋﾞｴ（4・5・6）葉期,収穫30日前まで

２回以内 本田散布 発生次第
バサグラン剤（粒・液） 3㎏・500ml/10a 移植後15日～収穫45日前まで

0-0-20,ケイ酸34,苦土4,ホウ素他
D

クリンチャー剤（粒・ジャンボ・EW）

ケイ酸30,苦土2,アルカリ40
E

バスタ液剤

移植直後（ﾌﾛｱﾌﾞﾙ・ｼﾞｬﾝﾎﾞは移植後3日）～ﾉﾋﾞｴ3葉期,移植後30日まで

カウンシルエナジー剤（粒・フロアブル・ジャンボ） １㎏・500g・400g/10a 移植直後～ﾉﾋﾞｴ3.5葉期,移植後30日まで

移植直後（ﾌﾛｱﾌﾞﾙ・ｼﾞｬﾝﾎﾞは移植後3日）～ﾉﾋﾞｴ3葉期,移植後30日まで

１回 本田散布 いずれかを使用
ウィニングラン剤（粒・フロアブル・ジャンボ） １㎏・500ml・500g/10a 移植直後～ﾉﾋﾞｴ2.5葉期,移植後30日まで

10-13-10

C

アッパレＺ剤（粒・フロアブル・ジャンボ） １㎏・500ml・400g/10a

7-3-4 ベッカク剤（粒・豆つぶ・ジャンボ） １㎏・250g・250g/10a

②

育苗箱処理 いずれかを使用ブーンパディート箱粒剤 50ｇ/箱 播種時～移植当日1.3g-1.3g-1.3g/箱2.8kg
GPオリゼリディア箱粒剤 50ｇ/箱 緑化期～移植当日

催芽前/催芽時 ― 24時間浸漬
稚苗苗代配合 4-6-5,苦土1

B
ファーストオリゼリディア粒剤 50ｇ/箱 床土混和/播種時（覆土前）

１回

育苗床土 タフブロック 200倍

ホーネンス培土１号
いずれかを使用①

活着促進,20g/箱

散布方法 備 考
N-P-K 希釈倍数・散布量 使用時期　 使用回数

※①～⑤、Ａ～Ｅについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されている場合、１品目を選択して下さい。）
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令和７年産 コシヒカリ栽培指導基準
JA名 ： 魚沼 地区：小千谷基幹営農センター
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